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	応用
	抗原情報
	背景
	触媒活性：アセチルCoA + H(2)O = CoA + 酢酸。,機能：アセチルCoAを酢酸とCoAに加水分解する。,経路：炭水化物代謝、ピルビン酸代謝。,類似性：1つのSTARTドメインを含む。,類似性：2つのアシルコエンザイムA加水分解酵素ドメインを含む。,サブユニット：ホモ二量体またはホモ四量体。,触媒活性：アセチルCoA + H(2)O = CoA + 酢酸。,機能：アセチルCoAを酢酸とCoAに加水分解する。,経路：炭水化物代謝、ピルビン酸代謝。,類似性：1つのSTARTドメインを含む。,類似性：2つのアシルコエンザイムA加水分解酵素ドメインを含む。,サブユニット：ホモ二量体またはホモ四量体。,
	研究分野
	ピルビン酸代謝;
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	ACOT12抗体を用いたA549細胞の免疫蛍光染色。右の写真は合成ペプチドでブロッキングした画像です。
	

	ACOT12抗体を用いたパラフィン包埋ヒト肝癌組織の免疫組織化学染色。右の写真は合成ペプチドでブロッキングした画像。
	

	パラフィン包埋ヒト肺癌の免疫組織化学染色。抗体は1:100（4℃、一晩）に希釈した。抗原賦活化には、高圧高温トリスEDTA（pH8.0）を使用した。抗体から得られたネガティブコントロール（右）は、免疫原ペプチドで前処理した。

